
１．委員会の目的

さまざまなリスクを極小化し、健康で安心して働ける環境を作ること

2．わたしたちが心がけていたこと

今年度の事故防止委員会は、ただ提案するだけではなく、“現場でいま本当
に必要としていること” “事故の原因となりうることは何か” をリアルタイ
ムで考え、解決するための具体策を提案することを心がけました。

また、各専門職へ改善提案の協力をして頂き、問題となっている案件に
対しては、スピーディーに改善してもらうような体制整備もしました。

3．事故防止のための具体策

●交通事故防止策 長岡営業所 構内往来時の事故防止策について
他営業所より人と車の往来、他社のトラックの出入りが多いこと、駐車している車との間が死角になりやす
いなど、危険だと思われる箇所が多く存在しているため、事故防止にはどのようなものが有効かを考え、下

記のような提案をしました。

①構内通行帯の設置 ②構内速度をもうける ③注意喚起のポスター等の掲示と受付での周知

また、そもそも必要性があるのか、現場ではどのように感じているのかの確認をするため、グループ長会議
にて、グループ長からのヒヤリハット意見聴取も行いました。

その結果、現時点では必要性がなく、お互いに注意しながら往来するようにしたら良いのでは？という意見

が多数であり、提案事項の実現には至りませんでしたが、委員会で提案したものをみなさんと一緒に考え、
話し合うことで、事故防止の意識を高めるきっかけを作る事ができたと思います。

●労災事故防止策 作業時における転倒・転落防止策
冷凍箱車において、冷凍機を回す季節になると庫内が凍結することで足元が滑り作業が
しにくいこと、足腰に負担がかかることでの慢性的な腰痛の発症を防止するため改善提案

をした結果、庫内への滑り止めテープの装着テストを行なうこととなりました。

滑り止めテープの装着
足元は滑りにくいが、荷物も滑らないなどの問題があり、実証には至りませんでしたが、
色々な改善策を考えるきっかけとなりました。

●作業事故防止策 整備場・作業小屋の危険箇所の洗い出し
新潟・長岡各所で、整理整頓ができているか、危険と思われる箇所は無いか巡回し、改善提案を行いました。

改善提案・要望事項
委員会にて上がった案件を書式にまとめ、専門職へ。
回答期限を設け、円滑な処置ができるようにしました。

改善前
両手がふさがった状態では捨てにくく、
作業効率も良くなかったのが…

改善後
動線を考えた向きに変更し、
作業もしやすくなりました。

この他にも…

・整理整頓（不用品の撤去）
・掲示物の定期的な張りかえ
・トルクレンチの使用方法マニュアルの設置

などの改善提案をしました。
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